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 ＳＰＦマウス及びラット実験室への吸入麻酔装置の設置について 

 日頃から動物実験施設の運営にご協力をいただきありがとうございます。 

動物実験における麻酔処置について、従前、ジエチルエーテルが多く使用されてきたと

ころですが、粘膜への刺激性があること、強い引火性・爆発性を有すること、麻酔薬とし

て入手可能なものが無いなどのことから、動物実験での使用を認めないことが趨勢となっ

ております。このため、動物実験施設部 SPF内の共用実験室のうち、マウス実験室および

ラット実験室に吸入麻酔装置を設置しましたので、ご利用ください。 

なお、使用に当たっては次の事項を遵守し、共同利用機器であることを念頭に適切に利

用してください。 

また、今回設置した実験室以外の一般区域の共用実験室１および２についても、実験室

の整理が整い次第、順次整備していく予定であることを申し添えます。 

記 

１． 麻酔薬はイソフルレンを使用すること。 

２． 麻酔薬は、使用者が使用の都度、持参・持ち帰りすることとし、動物実験施設部内

に留置しないこと。 

３． 麻酔ボックスを使用する場合は、ボックス内にキムタオルなどを敷き、使用後は適

切に廃棄物として処理し、ボックス内に糞尿を放置しないこと。 

４． 麻酔用マスクを使用する場合、マスクに取り付けるパラフィルムは、実験者が用意

すること。 

５． 麻酔装置の使用に当たっては、使用説明書に従うこと。 

（主任技師 高橋 内線：２５６３） 



麻酔器使用開始手順 
 

１ 麻酔薬の充填 

1) 麻酔薬充填口のネジをはずして漏斗をつけ、レ

ベルを確認しながら麻酔薬を充填する。 

 

2) 麻酔薬充填後、口のネジをもとどおりにつけ、

ネジを締める。 

  
3) マスクがチューブからはずれていた場合は、写

真を参考にチューブを取り付け、パラフィルム

をセットする。 

 

２ エアー送風前の確認 

麻酔ボックス マスク 

  

1) 麻酔装置からの送風チ

ューブに設置されてい

る活栓が、ボックスま

たはマスクの使用する

側のチューブとレバー

が平行（開の状態）に

なり、使用しない側の

レバーが直角（閉の状

態）になっていること 

 
※ ボックスまたはマスクにつながっているチューブを確

認してください。 

 

2) ボックスを使用する場合、エアー入り口のレバーがつ

ながったチューブと平行（開の状態）になっており、

ボックスの底にキムタオルが敷かれていること 

 

 

 
網を持ち上げてその下にキムタオルを敷いてください 

 

 

３ 麻酔装置の電源を入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 回路に Air を流す 

「Air」と書いてある空気流量計のダイアルを調整し、フロートで流量を確認しながら空

気流量を調整する 
 

                                         フロートの位置で流量を確認します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 麻酔薬を流す 

気化器上部のダイアルを操作し、麻酔薬濃度を調整する 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



麻酔器使用終了手順 
 

１ 気化器上部のダイアルを OFFにあわせる 

２ ポンプの電源を OFFにする 

３ 余剰麻酔薬を排出する 

  薬液レベル確認窓の下に出ているチューブに麻酔薬を受ける容器をあて、横にあるネ

ジをゆるめ麻酔薬を気化器から排出し、排出が終わったらネジを締める 

  
  
４ ポンプの電源を ONにし、麻酔薬の濃度が上がる方向へ気化器上部のダイアルを操作

し、しばらく空気を流して気化器内部を乾燥させる。 

５ 麻酔ボックス底に敷いたキムタオルを、麻酔時に排出されたマウス・ラットの糞尿と

ともに取り出し捨て、内部を清掃する 

６ マスクを使用した場合はマスクをチューブから取り外し、パラフィルムを取り除いて

洗浄・清掃する 

７ 洗浄したマスクの水気を取り除き、保管用の容器へ入れる 

８ エアー切り替えの活栓レバーを元の位置へ戻す 

９ 麻酔ボックスのエアー入り口のレバーを元の位置へ戻す 

10 ほこり等をかぶらないように麻酔装置に覆いを掛ける



 



 



 







 


